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●世界における日本の現状、立ち位置

✓ 世界GDP順位は中国に抜かれ３位（１位米国、２位中国、３位日本）

✓ 世界のＩＣＴ競争力ランキングにおいては、シンガポール（２位）、台湾（11位）、韓国（１2位）に次いで、
１８位であり、日本の低迷が顕著。

✓ しかし、引き続き「日本」への期待は大きい状況（震災からの復興も注目）。

✓ 海外の成長力の積極的な取り込みを図りつつ、グローバルなＩＣＴ戦略を策定することが必要。

●世界情勢の動向

✓ 米欧、新興国、グローバル経済圏（google,Apple等）など経済圏、市場が多様化。

✓ FTA、EPA、TPP等、貿易自由化、多国間交渉、地域経済統合構想等が登場。

✓ 技術は「デファクトスタンダード」の時代。国境を越えてサービス提供を行うグローバルなプラットフォームの利用が拡大

●多様化するグローバル環境を踏まえた対応

✓ 多様化、複雑化するグローバル環境の中でのＩＣＴ戦略を検討することが必要。

✓ 「グローバル」においても、「先進国」、「新興国」、「途上国」、「グローバル経済圏」等それぞれで社会／経済状況は全く異なっている
ことに留意。

✓ グローバルな視点での「仲間づくり」が重要。

●海外との連携におけるスタンス

✓ 「オールジャパン」 →「ジャパン・イニシアティブ」 （プレーヤーは日本人（日本企業）である必要はないとの発想）。

✓ 日本以外のところで日本を知ってもらうような内容をどんどん流して、人材交流を活発化していくことが重要。

✓ 標準化の際、日本だけで一つの方式をかつぐということはやめていくことが必要。

✓ 海外と共同でプロジェクトを行うと、その国で仕事が生まれ、日本の技術を支持するようになり、国際会議でも日本技術の優位性を発言
するようになる。タイの洪水時に日系企業のタイ人従業員を日本に受け入れたが、これは人財であり、近未来を象徴するもの。

✓ 実証実験を行う場合など、国内都市とアジアの姉妹都市で実施し比較するといったことも一案ではないか。この過程で若い人同士の
交流が起こり、アジアの若者も日本の技術、文化等に関心をもち、中長期的な意味での効果は高い。

✓ アプリ等がグローバルなマーケットから消費者に提供され個人情報・プライバシー保護、セキュリティ等の分野でも国際的連携が不可欠。





































新たなICT展開スキームの推進

（例）
■ 総合的なICT政策の展開

・技術開発、社会実装、⼈材育成等を連動させた仕組みなど、新たなイノベーション
創出につながる環境整備のための制度創設

・グローバルな創発プラットフォームの構築

■ 新たなICTプロジェクトの推進
・様々な課題を抱える情報通信ネットワークを「新しい設計思想」で作り直すための

イノベーション創発施策の新規展開
・産学官の道しるべとなる「研究開発戦略マップ」の策定

■ ＩＣＴ総合戦略の効果的実施に向けた推進体制の整備
・重点的な施策が着実・効率的に実施されるための体制整備

■ グローバル・チャレンジ型⼈材の育成
・基礎研究から事業化までの全体シナリオを描きつつ、ビジネスモデル確⽴や

グローバル市場に果敢にチャレンジする⼈材の育成策

■ グローバル展開⽅策の導⼊
・ＩＣＴ競争⼒ランキングの向上に向けた⽅策
・ＩＣＴに関するパッケージ型インフラの海外展開の促進
・需要国と早期に連携した実証研究によるガラパゴス化の回避⽀援
・国際的な枠組構築の推進

「Active ICT JAPAN」を実現するため、個別戦略の他、各施策が有機的に連携した総合的な
パッケージ政策を展開する上で、以下のような横断的な総合展開⽅策を実施。

＜詳細について、引き続き検討＞
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